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祝 入  学（4月8日）
平成最後の桜満開の春、田布施中学校に１３５名が大きな夢と希望を胸に、入学しました。
また４つの小学校には１００名のかわいらしい児童が入学しました。

▲携帯で簡単に議会の
　ホームページに
　アクセスできます
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２
月
27
日
に
新
し
い
議
会
構
成
を
決
め
る
臨
時
会
を
開
き
、
瀨
石
公
夫
議
員
を
議
長

に
、
西
本
篤
史
議
員
を
副
議
長
に
選
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
務
文
教
、
経
済
厚
生
、
議
会
広
報
の
３
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会

の
構
成
と
正
副
委
員
長
の
互
選
、
さ
ら
に
、
一
部
事
務
組
合
の
議
員
等
を
選
び
ま
し
た
。

瀨石議長に 副議長は氏、 氏西本
2月27日の臨時会で新議会構成決まる 

議
　
長

副
議
長

　
　
　
　
　
　

瀨
石　

公
夫

■
総
務
文
教
委
員
会

　

委
員
長　
　

松
田
規
久
夫

　

副
委
員
長　

石
田　

修
一

　

委
員　
　
　

畠
中　
　

孝

　
　
　
　
　
　

河
内　

賀
寿

　
　
　
　
　
　

國
本　

悦
郎

　
　
　
　
　
　

竹
谷　

和
彦

　
　
　
　
　
　

西
本　

篤
史

総務文教委員会

経済厚生委員会

■
経
済
厚
生
委
員
会

　

委
員
長　
　

木
本　

睦
博

　

副
委
員
長　

穴
井　

謙
次

　

委
員　
　
　

谷
村　

善
彦

　
　
　
　
　
　

林
山　

健
二

　
　
　
　
　
　

清
神　
　

清

　
　
　
　
　
　

西
本　

篤
史

■
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　
　

河
内　

賀
寿

　

副
委
員
長　

竹
谷　

和
彦

　

委
員　
　
　

谷
村　

善
彦

　
　
　
　
　
　

清
神　
　

清

　
　
　
　
　
　

松
田
規
久
夫

　
　
　
　
　
　

穴
井　

謙
次

■
監
査
委
員

　
　
　
　
　
　

清
神　
　

清
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就
任
の
あ
い
さ
つ

議
　
長
　
瀨
　
石
　
公
　
夫

副
議
長
　
西
　
本
　
篤
　
史

幸
せ
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
る

円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
る

　

こ
の
た
び
の
臨
時
議
会
に

お
い
て
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
と
と
も
に
責
任
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

に
よ
る
財
政
難
、
地
域
の
疲

弊
な
ど
困
難
な
問
題
に
、
議

会
活
動
の
中
で
財
政
健
全
化

を
図
り
、
町
の
活
性
化
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
更
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
で
豊
か
な
暮
ら
し

を
守
っ
て
行
き
た
い
と
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

町
政
の
発
展
、
町
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
、
議
会
の
代

表
と
し
て
恥
じ
な
い
よ
う
努

力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
議
会
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
副
議
長
の
要
職

に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ま
こ
と
に
光
栄
に
思

い
ま
す
と
同
時
に
、
重
く
受

け
と
め
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。

　

町
は
地
方
創
生
や
総
合
戦

略
な
ど
を
策
定
し
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

議
会
は
町
民
の
代
弁
者
と

し
て
、
そ
の
時
々
の
対
策
を

迅
速
に
提
案
、
執
行
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

議
会
運
営
に
当
た
り
ま
し

て
は
、
初
心
を
忘
れ
る
こ
と 

な
く
、
強
い
志
を
持
っ
て
、

議
長
の
補
佐
役
と
し
て
そ
の

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま

す
。 

今
後
と
も
皆
さ
ま
方
の

よ
り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

■
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　
　

西
本　

篤
史

　

副
委
員
長　

松
田
規
久
夫

　

委
員　
　
　

林
山　

健
二

　
　
　
　
　
　

木
本　

睦
博

　
　
　
　
　
　

畠
中　
　

孝

　
　
　
　
　
　

河
内　

賀
寿

■
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員

周
東
環
境
衛
生
組
合

　
　
　

清
神　
　

清

　
　
　

畠
中　
　

孝

熊
南
総
合
事
務
組
合

　
　
　

林
山　

健
二

　
　
　

木
本　

睦
博

　
　
　

穴
井　

謙
次

田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

　
　
　

林
山　

健
二

　
　
　

松
田
規
久
夫

　
　
　

國
本　

悦
郎

光
地
区
消
防
組
合

　
　
　

石
田　

修
一

柳
井
地
域
広
域
水
道
企
業
団

　
　
　

谷
村　

善
彦

■
付
属
機
関
等
の
委
員

民
生
委
員
推
薦
会
委
員

　
　
　

西
本　

篤
史

　
　
　

木
本　

睦
博

都
市
計
画
審
議
会
委
員

　
　
　

谷
村　

善
彦

　
　
　

河
内　

賀
寿

　
　
　

西
本　

篤
史

　
　
　

竹
谷　

和
彦

　
　
　

穴
井　

謙
次

高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
会
議
委
員

　
　
　

木
本　

睦
博

　
　
　

穴
井　

謙
次

人
権
教
育
推
進
協
議
会
委
員

　
　
　

木
本　

睦
博

交
通
安
全
対
策
協
議
会
委
員

　
　
　

河
内　

賀
寿

　
　
　

松
田
規
久
夫

　
　
　

穴
井　

謙
次

環
境
審
議
会
委
員

　
　
　

西
本　

篤
史

　
　
　

國
本　

悦
郎

　
　
　

竹
谷　

和
彦

施
福
会
理
事

　
　
　

瀨
石　

公
夫



一般会計当初予算は一般会計当初予算は
57億２４００万円57億２４００万円（前年度比4.8％減額）

平成 31 年４月 26 日 たぶせ議会だより 第 141 号 本　会　議 （４）

3 月定例会

　
平
成
31
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
11
日
か
ら
12
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
31
年
度
当
初
予
算
５
件
、
30
年
度
補
正
予
算
５
件
、
条
例
10
件
、
契

約
１
件
、
そ
の
他
２
件
、
人
事
４
件
の
合
計
27
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
な
お
、
初
日
の
本

会
議
で
は
、
７
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

本　会　議　（3月11日）

町
長
提
出
議
案

＝
一
般
会
計
＝

　

予
算
総
額
57
億
２
４
０

０
万
円
で
、
前
年
度
当
初

予
算
に
比
べ
、
２
億
８
９
０

０
万
円
、
約
４・８
％
の
減

額
で
す
。

（
歳
入
）

　

町
税
は
、
町
民
税
の
増

等
を
見
込
み
、
前
年
度
に

比
べ
、
３
２
０
５
万
５
千

円
増
の
17
億
３
０
０
６
万

８
千
円
で
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、

前
年
度
に
比
べ
、２
５
０
０

万
円
増
の
２
億
５
５
０
０

万
円
で
す
。

　
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
計
画
の
動
向
等
を
踏

ま
え
、
普
通
交
付
税
を
前

年
度
に
比
べ
４
０
０
０
万

円
増
と
し
、
全
体
で

19
億
５
０
０
万
円
で
す
。

　
国
庫
支
出
金
は
、
介
護
・

31
年
度
当
初
予
算

訓
練
等
給
付
金
の
増
等
に

よ
り
児
童
手
当
が
増
額
前

年
度
に
比
べ
１
９
２
６
万

７
千
円
増
の
６
億
７
７
３

８
万
４
千
円
で
す
。

　
県
支
出
金
は
、
前
年
度

に
比
べ
２
２
８
８
万
５
千

円
増
の
４
億
３
５
４
８
万

９
千
円
で
す
。

　
繰
入
金
は
、
前
年
度
に

比
べ
６
５
０
０
万
円
減
の

１
５
０
０
万
円
で
す
。

諸
収
入
は
前
年
度
に
比
べ

３
４
８
３
万
２
千
円
減
の

８
３
５
４
万
６
千
円
で
す
。

　
町
債
は
、
庁
舎
改
修
工

事
終
了
等
に
よ
り
前
年
度

に
比
べ
３
億
３
０
０
９
万

円
４
千
円
減
の
３
億
５
０

６
０
万
６
千
円
で
す
。

（
歳
出
）

　

総
務
費
は
、
財
産
管
理

費
減
等
に
よ
り
、
前
年
度

に
比
べ
２
億
４
１
８
０
万

９
千
円
減
の
７
億
６
７
８

８
万
１
千
円
で
す
。

　

民
生
費
は
、
身
体
障
害

者
福
祉
費
増
等
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
８
８
７
０

万
４
千
円
増
の
19
億
２
７

３
６
万
４
千
円
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
漁

港
費
減
等
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
２
９
１
０
万
３

千
円
減
の
３
億
４
０
２
万

２
千
円
で
す
。

　

土
木
費
は
、
都
市
計
画

費
や
住
宅
管
理
費
減
等
に

よ
り
、
前
年
度
に
比
べ

５
６
４
２
万
９
千
円
減
の
、

６
億
８
７
０
３
万
４
千
円

で
す
。

　

消
防
費
は
、
非
常
備
消

防
費
増
等
に
よ
り
、
前
年

度
に
比
べ
２
３
６
６
万
９

千
円
増
の
、２
億
８
８
９
７

万
４
千
円
で
す
。

　

教
育
費
は
、
前
年
度
に

比
べ
４
４
９
万
１
千
円
増

の
４
億
８
９
３
８
万
１
千

円
で
す
。

　

公
債
費
は
、
３
６
５
０

万
８
千
円
減
の
６
億
５
１

６
０
万
３
千
円
で
す
。

　
　
　
　
　
［
賛
成
多
数
］

＝
特
別
会
計
＝

国
民
健
康
保
険

　

前
年
度
に
比
べ
90
万
７

千
円
減
の
19
億
３
０
３
５

万
３
千
円
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

下
水
道
事
業

　

前
年
度
に
比
べ
３
２
１

２
万
８
千
円
増
の
９
億
２
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３
９
９
万
８
千
円
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

介
護
保
険

　

前
年
度
に
比
べ
１
０
９

２
万
５
千
円
減
の
16
億
７

３
８
４
万
円
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
賛
成
多
数
］

後
期
高
齢
者
医
療

　

前
年
度
に
比
べ
３
８
２

万
７
千
円
増
の
２
億
８
９

７
１
万
円
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

＝
一
般
会
計
＝

　

２
億
７
９
０
１
万
５
千

円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

66
億
２
８
５
６
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

（
主
な
歳
入
補
正
）

町
税

　
　
　

２
７
１
０
万
円
減

国
庫
支
出
金

　

３
３
２
１
万
１
千
円
増

県
支
出
金

　

１
７
５
９
万
６
千
円
減

町
債

　

２
億
５
５
９
０
万
円
増

（
主
な
歳
出
補
正
）

総
務
費

30
年
度
補
正
予
算

　

１
億
３
６
７
５
万
２
千
円
増

民
生
費

　

５
１
８
２
万
７
千
円
減

農
林
水
産
業
費

　

４
０
４
２
万
８
千
円
減

土
木
費

　

１
２
７
５
万
７
千
円
減

教
育
費

　

２
億
５
６
７
３
万
５
千
円
増

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

＝
特
別
会
計
＝

　

い
ず
れ
も
事
業
内
容
確

定
ま
た
は
見
込
額
に
伴
う

所
要
の
補
正
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

町
課
設
置
条
例
等
の
一
部

の
改
正

　

現
在
の
総
務
企
画
課
を

分
割
し
総
務
課
及
び
企
画

財
政
課
を
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
で

す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

町
国
営
農
地
再
編
整
備
事

業
負
担
金
支
払
基
金
条
例

の
制
定

　

国
営
農
地
再
編
整
備
事

業
が
平
成
39
年
度
（
２
０

２
７
年
度
）
末
で
完
了
予

条
　
　
例

定
。
そ
の
後
支
払
う
負
担

金
の
財
源
に
基
金
を
充
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
基

金
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

町
森
林
環
境
基
金
条
例
の

制
定

　

平
成
31
年
度
税
制
改
正

に
お
い
て
、
森
林
整
備
等

に
必
要
な
財
源
に
充
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
基
金

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例

の
一
部
改
正

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

子
ど
も
子
育
て
会
議
条
例

の
制
定

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

町
の
介
護
保
険
条
例
の
一

部
改
正

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

議
決
事
項
の
一
部
変
更

下
水
道
事
業
の
契
約
金
の

変
更
。

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
及
び
共

同
処
理
す
る
事
務
の
構
成

団
体
の
変
更
並
び
に
こ
れ

に
伴
う
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組

合
の
財
産
処
分
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
会
委
員
の
委
嘱

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
中

坪
清
氏
、
南
一
成
氏
、
藪

本
知
二
氏
、
塩
田
和
子
氏
、

田
中
孝
道
氏
を
再
任
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

 ［
賛
成
多
数
］

契
　
　
約

そ
の
他

人
　
事

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

　

副
町
長

　
　
　

川
添　

俊
樹　

氏

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　
　
　

錢
谷　

忠
義　

氏

　
　
　

谷　
　

茂
子　

氏

　
　
　
　
　

 ［
全
員
賛
成
］

　
　
　

あ
な
た
の
要
望
は

　
　
　
こ
う
な
り
ま
し
た

請
願

○
過
大
徴
収
し
た
固
定
資
産
税
等
の
返
還
を
求
め
る

　

請
願

（
提
出
者
）

　
　

代　

表　

芝
田　

充
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
継
続
調
査

４
、５
ペ
ー
ジ
は
読
み
や
す
い
広
報
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
試
験
的
に
文
字
を
大
き

く
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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予算審査特別委員会（3 月 13 日）

予算審査特別委員会

31年度予算

その他
5.5％

町税
30.2％

人件費
16.9％

扶助費
17.3％

公債費
11.4％

投資的経費
（補助）5.3％

投資的経費
（単独）8.5％

物件費
13.5％維持補修費

0.5％

補助費等
13.4％

繰出金
18.2％

分担金
・負担金
0.9％

使用料・
手数料
1.2％

その他 2.4％

その他 0.4％

自主財源
34.7％

投資的経費
8.2％

投資的経費
8.2％

その他の
経費
436.2％

義務的
経費
45.6％

依存財源
65.3％

地方交付税
31.0％

町債
11.3％

国庫支出金
10.9％

県支出金
6.9％

歳 入

歳 出

 町税
 分担金・負担金
 使用料・手数料
 その他
 地方交付税
 町債
 国庫支出金
 県支出金
 その他

人件費
扶助費
公債費
投資的経費（補助）
投資的経費（単独）
物件費
維持補修費
補助費等
繰出金
その他

17億3 , 0 0 7万円
5 , 2 0 0万円
7 , 1 1 3万円

1億3 , 0 4 2万円
19億　500万円
3億5 , 0 6 1万円
6億7 , 7 3 8万円
4億3 , 5 4 9万円
3億7 , 1 9 0万円
57億2 , 4 0 0万円

9億6 , 8 1 0万円
9億8 , 8 5 0万円
6億5 , 1 6 0万円
2億7 , 5 3 6万円
1億9 , 5 2 8万円
7億7 , 4 1 0万円
2 , 6 2 3万円

7億6 , 4 9 4万円
10億4 , 4 1 0万円

3 , 5 7 9万円
57億2 , 4 0 0万円

合　　計

合　　計

自
主
財
源

依
存
財
源

平
成
31
年
度
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
当
初
予
算
の
審
査
を

行
う
た
め
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
議
長
を
除

く
全
議
員
で
特
別
委
員
会
を
構

成
し
て
、
３
月
13
日
に
審
査
し

ま
し
た
。子ども医療費助成拡充

　  　対象年齢を小学校 6 年生までに

（一般会計）
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《
歳
　
入
》

子
ど
も
子
育
て
支
援
臨
時
交

付
金
　
　
　
１
９
０
０
万
円

　
町
内
に
無
認
可
保
育
園
は

あ
る
の
か
。
交
付
金
対
象
と

な
る
か
。

　

町
内
に
１
件
。
交
付
金
対

象
は
１
５
３
人
（
３
～
５
才

児
）
認
可
保
育
園
に
入
園
で

き
ず
や
む
を
得
ず
無
認
可
に

は
い
っ
た
場
合
は
対
象
。

調
整
港
使
用
料

　
現
状
は
ど
う
か
。

　

若
干
、
利
用
者
は
減
っ
て

い
る
。
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト

を
持
つ
人
の
減
少
と
高
齢
化

に
よ
る
返
還
が
原
因
。

《
歳
　
出
》

◇
議
会
費
・
総
務
費

Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
毒
性
の
強
い
物
質
）

分
析
調
査
委
託
費
　

33
万
円

　
す
で
に
調
査
は
終
わ
っ
た

と
報
告
を
受
け
た
が
ど
う
か
。

　

学
校
施
設
は
終
了
し
た

が
、
各
公
民
館
は
終
わ
っ
て

い
な
い
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金

　
　
　
　
　
　
５
４
０
万
円

　
報
償
費
（
記
念
品
代
）
が

少
な
い
が
。

　

記
念
品
は
６
月
に
規
定
で

明
確
に
す
る
。
国
の
方
針
と

の
関
係
も
あ
り
検
討
中
。

消
費
税
10
％

　
新
年
度
予
算
は
対
応
し
て

い
る
か
。

　

増
額
を
考
慮
し
予
算
を
組

ん
で
い
る
。

障
が
い
者
雇
用

　
自
動
車
の
免
許
は
必
要
か
。

　

免
許
は
い
ら
な
い
。

自
治
会
組
織

　
認
定
基
準
は
あ
る
の
か
。

　

特
に
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
何
割
ぐ
ら
い
交
付
し
た
か
。

　

２
月
28
日
時
点
の
申
請
者

枚
数
２
２
３
３
枚
。
交
付
率

は
14
・
５
％
。

固
定
資
産
画
地
認
定
調
査
委

託
料
　
　
　
１
２
５
６
万
円

　
調
査
し
実
施
す
る
の
は
い

つ
か
。

　

33
年
の
評
価
替
え
に
向
け

31
年
か
ら
32
年
に
調
整
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
事
業

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
と
は
。

　

消
費
税
率
10
％
の
引
き
上

げ
が
低
所
得
者
・
子
育
て
世

帯
（
０
か
ら
２
歳
）
の
消
費

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
し
地

◇
国
民
健
康
保
険

特
定
検
診
（
40
才
以
上
）

　
病
院
で
が
ん
検
診
と
一
緒

に
で
き
な
い
か
。

　

同
時
検
診
は
で
き
る
。
広

報
で
周
知
徹
底
さ
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◇
下
水
道
事
業

　
普
及
率
は
。

　

町
内
48
・
４
％
。
県
内
65
・

６
％
。　
　
　
【
全
員
賛
成
】

◇
介
護
保
険

基
金
積
立
金  

２
０
０
０
万
円

　
前
年
に
比
べ
多
い
理
由
は
。

　

給
付
費
の
上
昇
を
見
込
み
、

財
政
不
足
に
な
ら
な
い
た
め
。

地
域
支
援
事
業

　
該
当
事
業
は
。

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ

ー
ビ
ス
事
業
等
、
高
齢
者
を

支
え
る
団
体
等
。

　
　
　
　
　

  

【
賛
成
多
数
】

◇
後
期
高
齢
者
医
療

過
誤
納
還
付
金
　
50
万
円

　

発
生
理
由
は
。
同
じ
よ
う

に
国
保
、介
護
に
も
あ
る
が
。

　

後
期
と
介
護
の
場
合
は
主

に
死
亡
。
国
保
の
場
合
は
社

会
保
険
へ
の
異
動
の
場
合
に

発
生
す
る
過
年
度
精
算
と
な

る
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

　

入
っ
て
い
る
。

Ｂ
＆
Ｇ
指
導
員
養
成
研
修

　
こ
の
研
修
に
は
何
名
が
参

加
予
定
か
。
カ
ヌ
ー
や
艇
庫

の
利
用
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

参
加
者
は
１
名
。
検
討
は

し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

　
指
導
者
を
置
く
の
か
。

　

現
在
Ｂ
＆
Ｇ
の
評
価
は
Ｂ

判
定
。
指
導
員
を
配
置
し
評

価
を
上
げ
る
の
が
目
的
で
努

力
を
し
た
い
。

　
指
導
員
は
募
集
す
る
の
か
。

　

募
集
は
し
な
い
が
職
員
が

担
当
す
る
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　

23
万
円

　
現
在
活
動
し
て
い
る
組
織

に
は
補
助
を
し
て
い
る
の
か
。

　

活
動
報
告
が
あ
れ
ば
３
万

円
を
補
助
し
て
い
る
。

借
地
料

　
借
地
は
ど
こ
か
。

　

町
民
グ
ラ
ン
ド
下
の
駐
車
場
。

い
じ
め
問
題
に
関
す
る
委
員

報
酬

　
誰
に
支
払
う
の
か
。

　

重
大
な
事
案
が
発
生
し
た

際
、
弁
護
士
、
児
童
相
談
員

及
び
民
生
委
員
等
で
構
成
さ

れ
る
委
員
会
委
員
に
支
払

う
。

　
　
　
　
　

  

【
賛
成
多
数
】

おもな質疑

Q&A

域
に
お
け
る
消
費
を
目
的
と

し
て
商
品
券
の
販
売
を
行
う

も
の
。（
国
か
ら
後
日
０
か

ら
３
歳
ま
で
に
変
更
さ
れ
る

方
針
有
）

◇
民
生
費
・
衛
生
費

幼
児
の
保
育
料

　
無
償
化
が
延
期
さ
れ
る
こ

と
は
あ
る
の
か
。

　

無
償
化
は
消
費
税
増
税
の

タ
イ
ミ
ン
グ
と
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
お
り
10
月
１
日
に
間
に

合
う
よ
う
整
備
す
る
。

◇
労
働
費
・
農
林
水
産
費
・

商
工
費
・
土
木
費
・
災
害
復

旧
費

国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
負

担
金
支
払
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
１
０
０
０
万
円

　
５
億
７
千
万
円
必
要
と
聞

い
て
い
る
が
、
10
年
積
み
立

て
て
も
い
く
ら
に
も
な
ら
な

い
。
積
立
開
始
時
期
が
遅
い

の
で
は
な
い
か
。

　

５
億
７
千
万
円
が
必
要
と

な
る
予
定
。
財
政
的
に
も
厳

し
く
積
立
が
で
き
な
か
っ

た
。

河
川
浚
渫
委
託
料

　
　
　
　
　
　
１
３
５
万
円

　
自
治
会
で
不
正
な
受
給
は

な
い
か
。
実
施
し
て
い
な
い

場
合
で
も
支
払
っ
て
い
る
の

で
は
。

　

課
内
で
調
査
、
検
討
し
た

が
見
当
た
ら
な
い
。
自
治
会

長
集
会
で
申
請
基
準
等
周
知

を
図
り
、
徹
底
す
る
。

と
畜
場
整
備
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

19
・
４
万
円

　
使
用
も
し
な
い
の
に
払
う

必
要
が
あ
る
の
か
。

　

柳
井
市
と
協
議
し
て
い
る

が
結
論
が
出
て
い
な
い
。

新
規
就
業
者
定
着
促
進
事
業

　
研
修
者
の
受
け
皿
は
あ
る

の
か
。

　

木
地
の
郷さ

と
で
受
け
入
れ
て

い
る
。

◇
消
防
費
・
教
育
費
・
公
債

費
・
予
備
費

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　  

　
　

46
万
円

　
導
入
す
る
こ
と
で
時
間
外
勤

務
な
ど
改
善
が
で
き
る
の
か
。

　

教
師
の
勤
務
時
間
を
改
善

す
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入

　
　
　
　
　
　
６
４
９
万
円

　
定
員
29
人
乗
り
は
大
き
く

な
い
か
。

　

通
常
の
使
用
に
加
え
て
、

将
来
的
に
Ｂ
＆
Ｇ
や
中
学
校

の
プ
ー
ル
を
共
同
利
用
す
る

際
、
１
学
年
分
の
乗
車
人
数

に
対
応
す
る
車
が
必
要
と
な

る
。

公
民
館
修
繕
料

　
西
公
民
館
の
物
置
の
カ
ー
テ

ン
の
修
繕
は
入
っ
て
い
る
か
。

一
般
会
計

A

AA

AA

AAAAA

AAAAAA

AAAA

A

A

AAAAA

AA Q

Q

QQ

Q

QQQQQ

QQQQQQ

QQQQ

Q

QQQQQQ

QQ

特
別
会
計
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一
般
会
計
補
正
予
算
　

　

情
報
処
理
の
元
号
が
変
わ

る
際
の
対
応
で
時
間
外
が
発

生
す
る
の
か
。

　

発
生
す
る
。
１
月
１
日
の

人
事
異
動
で
情
報
管
理
係

１
名
減
と
な
り
、
元
号
改
正

と
Ｊ
Ａ
南
す
お
う
の
名
称
変

更
を
２
名
で
対
応
す
る
た

め
。

　

予
算
書
の
固
定
資
産
税

の
増
加
に
つ
い
て
。
請
願
書

も
出
て
い
る
が
そ
の
件
も
含

ん
で
の
増
加
な
の
か
。

　

調
定
に
よ
る
も
の
で
特
に

総
務
文
教
委
員
会
を
３
月
19
日
に
開
き
、
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
８
件
、
そ
の
他
２
件
、

請
願
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

総務文教委員会（3月19日）

総務文教30
年
度
補
正
予
算

Q

Q

理
由
は
な
い
。

　

元
号
改
正
で
、
計
画
な
ど

で
元
号
と
西
暦
が
混
在
し
て

わ
か
り
に
く
い
。
西
暦
を
主

体
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

元
号
改
正
が
５
月
に
行
わ

れ
る
が
、
予
算
書
は
平
成
31

年
度
が
来
年
３
月
末
ま
で
続

く
こ
と
に
な
る
。
平
成
32
年

度
に
つ
い
て
は
、
次
の
元
号

と
な
る
。
公
文
書
に
関
し
て

は
元
号
と
西
暦
（
２
０
１
９

年
）
と
い
う
そ
の
ま
ま
対
応

し
て
い
く
。
４
月
１
日
か
ら

３
月
31
日
の
許
可
書
や
納
付

書
に
つ
い
て
も
同
じ
対
応
。

（
後
日
、
５
月
１
日
以
降
は

令
和
元
年
で
対
応
す
る
方

針
に
変
更
）

　

買
い
物
バ
ス
に
つ
い
て
利

用
増
に
よ
る
減
額
と
聞
い
た

が
、
利
用
増
な
ら
ば
料
金
を

安
く
で
き
な
い
の
か
。

　

利
用
者
か
ら
の
要
望
は
聞

い
て
い
る
。
有
償
運
送
協
議

会
で
金
額
が
決
ま
っ
て
お

り
、
減
額
に
つ
い
て
は
今
後

関
係
者
で
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
課
設
置
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
国
営
農
地
再
編

整
備
事
業
負
担
金
支
払
基

金
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　

  

【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
森
林
環
境
基
金

条
例
の
制
定

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
報
酬
及
び
費
用

弁
償
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共

団
体
の
数
の
減
少
及
び
共
同

処
理
す
る
事
務
の
構
成
団

体
変
更
及
び
こ
れ
に
伴
う
規

約
の
変
更

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

山
口
県
市
町
総
合
事
務
組

合
の
財
産
処
分

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

過
大
徴
収
し
た
固
定
資
産

税
等
の
返
還
を
求
め
る
請
願

　

近
隣
市
町
で
路
線
価
を

取
り
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

あ
る
の
か
。
新
聞
報
道
等
で

町
民
に
疑
念
を
与
え
た
こ
と

に
対
し
て
内
容
を
広
報
な
ど

で
広
く
町
民
に
知
ら
せ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

近
隣
で
あ
れ
ば
柳
井
市
、

平
生
町
の
一
部
が
路
線
価
を

取
り
入
れ
て
い
る
。
２
０
２

１
年
の
次
回
評
価
替
え
の
時

ま
で
に
、
不
動
産
鑑
定
士
や

審
議
会
委
員
の
意
見
を
聞

き
、
対
応
し
て
い
く
。
信
頼

Q

QQ

AA

AA

条
　
例

そ
の
他

請
　
願

A

回
復
の
た
め
に
町
役
場
に
問

い
合
わ
せ
等
が
あ
っ
た
場
合

に
は
親
切
丁
寧
な
対
応
を
す

る
。
今
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
は
き
ち
ん
と
整
理
し
て
か

ら
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
【
継
続
調
査
】

請願・陳情の書き方

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
町

政
に
反
映
さ
せ
る
方
法
の
一
つ

に
請
願
や
陳
情
が
あ
り
ま
す
。

議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
請

願
と
い
い
、
な
い
も
の
を
陳
情

と
い
い
ま
す
が
、
取
り
扱
い
は
、

お
お
む
ね
同
じ
で
す
。

　

請
願
や
陳
情
は
、
通
常
は
委

員
会
で
慎
重
に
審
査
し
、
本
会

議
で
採
否
を
決
め
ま
す
。

　

請
願
や
陳
情
は
、
い
つ
で
も

受
付
け
て
お
り
ま
す
が
、
事
務

処
理
の
都
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
定
例
会
開
会
日

の
15
日
ぐ
ら
い
前
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
定
例
会
は
３

月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
の
年

４
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
記
載
事
項
等
】

①
提
出
年
月
日

②
あ
て
先（
町
議
会
議
長
あ
て
）

③
提
出
者
の
住
所
・
氏
名
（
団

体
の
場
合
は
所
在
地・
名
称
・

代
表
者
氏
名
）

④
押
印

⑤
紹
介
議
員
の
署
名
又
は
記
名

押
印
（
１
名
以
上
、
た
だ
し

陳
情
に
は
必
要
な
し
）

⑥
件
名

⑦
要
旨
及
び
理
由
（
箇
条
書
き

に
す
る
な
ど
簡
潔
に
。

⑧
案
内
図
や
略
図
等
（
道
路
、

河
川
、
下
水
道
な
ど
場
所
に

関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

必
ず
添
付
。



田
布
施
町
森
林
環
境
基
金

条
例
の
制
定

　
　
　
　
　（
予
備
審
査
）

　

国
民
一
人
千
円
支
払
う
の
か
。

　

平
成
36
年
度
か
ら
課
税

者
に
対
し
一
人
千
円
森
林
税

が
新
た
に
課
税
さ
れ
る
。

　

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
と
は
。

　

森
林
経
営
管
理
法
の
制

定
に
よ
り
、
経
営
や
管
理
が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
森

林
に
つ
い
て
、
適
切
な
経
営

や
管
理
の
確
保
を
図
る
た

め
、
市
町
村
が
仲
介
役
と
な

り
森
林
所
有
者
と
意
欲
と

能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
を

つ
な
ぐ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
も
の
。

　

竹
林
は
対
象
と
な
る
の
か
。

　

対
象
と
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
条
例
の
制
定

　

次
回
の
子
育
て
会
議
は
ど

う
な
る
の
か
。

　

今
年
度
は
現
行
の
ま
ま

行
う
。
４
月
１
日
か
ら
は
条

例
に
従
っ
て
行
う
。

一
般
会
計
（
予
備
審
査
）

　

昨
年
の
豪
雨
災
害
の
治

山
事
業
は
片
付
い
た
の
か
。

　

工
事
発
注
済
。

　

小
行
司
特
産
加
工
セ
ン
タ

ー
周
辺
整
備
事
業
の
工
事
と

完
成
予
定
は
。

　

建
屋
の
完
成
は
３
月
末
、

越
年
で
駐
車
場
の
舗
装
と
、

井
戸
水
の
マ
ン
ガ
ン
除
去
装

置
な
ど
外
回
り
の
工
事
を
進

め
て
い
く
。

　

町
営
砂
田
住
宅
跡
地
は

ど
う
す
る
予
定
か

　

地
権
者
分
は
返
還
、
残
り

町
有
地
の
利
用
方
法
は
ま
だ

決
め
て
な
い
。
現
在
一
部
駐

車
場
と
し
て
貸
出
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

経
済
厚
生
委
員
会
を
３
月
15
日
に
開
き
、
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
予
備
審
査
、
特
別
会
計
補
正
予
算
４
件
を
審
査
。

条
例
２
件
を
審
査
、
１
件
予
備
審
査
。
契
約
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

30
年
度
補
正
予
算
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経済厚生委員会（3月15日）

経済厚生

　
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

下
水
道
事
業

　

本
町
地
区
の
雨
水
工
事
の

完
成
予
定
は
。

　

下
流
側
に
つ
い
て
は
６
月

末
、
上
流
側
は
今
年
の
12
月

予
定
。

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

介
護
保
険

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
国
営
農
地
再
編

整
備
事
業
負
担
金
支
払
基

金
条
例
の
制
定

　
　
　
　
　（
予
備
審
査
）

　

工
事
の
追
加
は
可
能
か
。

　

新
た
な
地
区
の
追
加
は
無

理
。

　

負
担
金
が
払
え
な
い
時
は
。

　

田
布
施
土
地
改
良
区
が

支
払
う
こ
と
に
な
る
。

     　
　
　
【
全
員
賛
成
】

QQ

QQ

Q

Q

AA

AA

AA

A

　
特
別
会
計

新設されたトイレ整備された駐車場

砂田住宅跡地

子ども子育て会議（3月28日）

A

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　

軽
減
し
た
額
は
ず
っ
と
補

助
し
て
も
ら
え
る
の
か
。

　

介
護
保
険
は
３
年
ご
と
の

見
直
し
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
平
成
31
、
32
年
度
は
こ

の
制
度
で
、
平
成
33
年
度
は

見
直
し
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
】

議
決
事
項
の
一
部
変
更

　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

宿井地区ほ場整備

QQ

Q

AA

A

QQ

　  

条
　
　
例

　  

契
　
　
約
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3 月定例会

７
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う

７
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う
一般質問

一般質問は、町政
全般について、町
長など執行機関の
考え方や方針を問
いただすものです。
ここでは紙面の都
合上、質疑の中か
ら内容の一部要旨
を掲載しています。

一般質問

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど

も
へ
の
給
食
対
応
に
つ
い
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

近
隣
の
市
町
の
給
食
対
応

で
は
代
替
物
を
出
し
て
い
る
。

本
町
で
も
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、「
食
の
安
全
・
安
心
」

の
観
点
か
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

の
食
材
に
で
き
な
い
か
等
、

７
点
質
問
し
た
い
。

　

田
布
施
町
で
も
民
宿
と
民

泊
の
取
り
組
み
と
並
行
し
、

他
の
２
町
に
呼
び
掛
け
て
体

験
的
修
学
旅
行
の
誘
致
は
で

き
な
い
か
。

　

周
防
大
島
町
に
学
び
、
同

じ
段
取
り
を
踏
み
、
事
前
の

取
り
組
み
を
始
め
ら
れ
な
い
か
。

　

民
宿
や
民
泊
な
ど
へ
の
改

修
に
要
す
る
支
援
、
移
住
者

の
開
拓
、
中
間
山
地
対
策
は

講
じ
ら
れ
な
い
か
。

　

宿
泊
施
設
の
開
業
と
一
体

と
な
っ
た
、
四
季
折
々
に
楽

し
め
る
観
光
拠
点
を
創
設
で

き
な
い
か
。

Q

周防大島町の体験的修学旅行

調査や情報提供をする
　　　　　　　　町　長

郡３町で話し合いたい　町　長

宿泊施設

体験的修学旅行

民宿・民泊の奨励を
　　　　　　　　國　本

誘致できないか　國　本

A

A

A

　

保
育
園
で
は
ア
レ
ル
ゲ
ン

を
除
去
し
て
対
応
。
学
校
給

食
で
は
「
完
全
な
代
替
食
」

は
難
し
い
。

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
食
材

は
、
一
般
的
な
給
食
費
で
、

安
定
的
、
か
つ
、
入
荷
量
確

保
が
大
き
な
ネ
ッ
ク
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
者
の
状

況
は
、
小
・
中
で
切
れ
目
の

な
い
連
携
体
制
を
構
築
。

　

将
来
的
に
移
住
・
定
住
に

繋
が
れ
ば
素
晴
ら
し
い
。

　

す
る
と
な
れ
ば
、
長
期
的

な
取
り
組
み
が
必
要
だ
が
、

郡
内
３
町
で
話
し
合
い
た
い
。

　

周
防
大
島
町
と
も
、
体
験

型
修
学
旅
行
の
推
進
体
制
や

方
法
等
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

給
食
に
代
替
物
を
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
國
本
　
悦
郎

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

難
し
い
　
　
　
　
　
　
　
尾
﨑
教
育
長

除
去
し
て
対
応
　
　
　
東
　
町 

長

國本　悦郎　議員

　
「
民
泊
」
や
「
農
泊
」
を

農
山
漁
村
の
所
得
向
上
、
農

林
産
物
の
消
費
拡
大
が
図
ら

れ
た
ら
素
晴
ら
し
い
。

　

農
水
省
で
は
ソ
フ
ト
・
ハ

ー
ド
の
両
面
か
ら
支
援
す
る

事
業
を
創
設
し
て
い
る
が
、

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

　

今
後
は
、
希
望
者
な
ど
の

調
査
と
情
報
提
供
は
し
た
い
。

Q

Q

食物アレルギー対策のQ&A

Q　給食対応では、代替物を提供できないか。
A　保育園では代替物で対応している。小中学校では、現在の施設では、

安全性の確保が困難であることから実施していない。
Q　給食の食材にできるだけオーガニックな食材を購入することはでき

ないか。
A　現時点では、入荷量を確保しにくい点や、価格も割高になる点等多

くの課題があり、使用は困難であると考えている。
Q　食物アレルギーに対し、学校では個別の学校生活管理指導表を作成

したり、食物アレルギー対応委員会など組織的に取り組んでいるか。
A　子どものアレルギーの状態を正確に把握して全教職員で共通理解と

徹底を図り、万が一の事態に備えている。また、小中の連携を図り、
切れ目の無い連携体制を構築している。

Q　食物アレルギーを持つ保護者と学校及び給食センターの連携はでき
ているか。

A　常に保護者、学校及び給食センターで連携を図り、情報の共有を行
なっている。

Q　全保護者に対し、食物アレルギーについての啓発はできているか。
A　子どもには指導しているが、特に保護者に対しての啓発は行ってい

ない。
Q　食物アレルギーに対する早期発見と早期対応は乳幼児健診時にでき

ているか。
A　医療的な検査となるため行っていないが、相談時にはアドバイスし

ている。
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桜 ま つ り

ステージパフォーマンス

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

12
月
議
会
で
松
田
議
員
か
ら

質
問
が
あ
り
、
東
町
長
か
ら

対
処
す
る
と
回
答
が
あ
っ
た

が
、そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
住
民
に
対
す
る
説
明
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の

か
。

　
今
後
の
固
定
資
産
税

評
価
替
え
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
激
減

し
た
現
在
、
多
額
の
町
予
算

を
使
っ
て
行
う
桜
ま
つ
り
に

つ
い
て
質
問
す
る
。

①
実
行
委
員
会
に
つ
い
て
。

②
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
の
出

演
者
へ
の
謝
礼
は
い
く

ら
か
。

③
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
。

Q

Q

　

次
回
の
２
０
２
１
年
度
の

固
定
資
産
税
評
価
替
え
に
向

け
、
公
益
社
団
法
人
山
口
県

鑑
定
士
協
会
の
意
見
も
踏
ま

え
適
正
に
処
理
を
行
っ
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
画
地
見

直
し
に
向
け
た
町
内
全
域
の

画
地
認
定
調
査
を
行
う
。
住

民
に
対
し
て
は
今
ま
で
個
別

に
説
明
を
行
っ
て
き
た
。
今

後
も
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

桜
ま
つ
り
は
本
町
の
観
光

事
業
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、「
桜

ま
つ
り
実
施
要
項
」
に
基
づ

き
観
光
協
会
が
主
体
で
実
施

し
て
い
る
。
現
在
、
実
行
委

員
会
は
10
名
。
本
年
度
の
ス

テ
ー
ジ
出
演
者
へ
の
謝
礼
は

約
90
万
円
。
今
後
も
観
光
協

会
と
連
携
し
て
新
た
な
イ
ベ

ン
ト
に
取
り
組
み
た
い
。

A

A

調
査
の
進
捗
状
況
は

　
　
　
　
　
　 

　
竹
谷
　
和
彦

適
正
に
処
理
を
し
て
い
く

　
　
　
　
　
　     
　
　 

東
　
町 

長    

固
定
資
産
税

竹谷　和彦　議員

詳細は観光協会へ　 　　町　長

桜まつり

在り方・目的・運営方法は　　 
　　　　　　　　　   竹　谷
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麻郷小での交流会

オラレ田布施オープン（平成28年12月10日）

外国の子供達との交流会

全小学校でしては  　  
　　　　　　    河　内

全校実施は困難
　 　　　　　　尾﨑教育長

リ
ー
ス
断
念
で
よ
い
か

　
　
　
　
　      

河
内
　
賀
寿

何
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か

　
　
　
　
　      

　
河
　
内

小
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置

オ
ラ
レ
田
布
施
の
事
務
協
力
金

比
較
検
討
し
早
期
対
応
す
る

 

　
　
　
　
　
　     

　  

東
　
町 

長       

町
広
報
誌
な
ど
で
説
明
す
る

 

　
　
　
　
　
　    

　 

　
　
町
　
長       

河内　賀寿　議員

　
12
月
議
会
の
私
の
一
般
質

問
で
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
リ

ー
ス
で
６
月
末
に
完
了
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
業
者
と
の

折
り
合
い
が
つ
か
ず
断
念
。

買
取
の
通
常
工
事
。
完
了
は

来
年
の
冬
。
本
当
に
そ
れ
で

よ
い
の
か
。
当
初
予
定
よ
り

か
な
り
増
額
し
て
で
も
リ
ー

ス
で
早
急
措
置
し
て
は
。

　
オ
ラ
レ
田
布
施
の
売
り
上

げ
２
％
が
、
周
南
市
よ
り
事

務
協
力
金
と
し
て
町
に
入
っ

て
い
る
。
売
り
上
げ
は
好
調

で
平
成
31
年
度
当
初
予
算
で

は
、
３
９
６
０
万
円
で
あ
る
。

町
民
に
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
ど
れ
だ
け
の

お
金
が
入
り
、
ど
う
使
わ
れ

た
か
、
分
か
り
や
す
い
お
知

ら
せ
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
昨
年
秋
、
麻
郷
小
で
１
０

０
人
以
上
の
外
国
の
子
供
た

ち
と
の
交
流
会
が
あ
っ
た
。

昔
の
遊
び
や
ダ
ン
ス
、
習
字

等
、
各
学
年
と
色
々
な
交
流

を
し
、
大
変
盛
大
な
も
の
だ

っ
た
。
子
供
同
士
同
じ
目
線

で
の
交
流
は
新
鮮
で
、
刺
激

的
と
思
う
。
世
話
人
の
方
々

は
大
変
だ
ろ
う
が
、
全
小
学

校
で
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

Q

Q

Q

　

全
国
一
斉
空
調
整
備
事
業

実
施
で
、
資
材
価
格
の
高
騰
、

人
手
不
足
に
よ
り
、
想
定
事

業
で
の
実
施
が
困
難
と
な
っ

た
。
小
学
校
４
校
に
エ
ア
コ

ン
早
急
設
置
の
方
針
に
変
わ

り
は
な
い
。
国
の
交
付
金
事

業
の
活
用
及
び
リ
ー
ス
事
業

と
で
経
費
や
期
間
を
比
較
検

討
し
、
可
能
な
限
り
早
期
に

対
応
す
る
。

　

営
業
開
始
か
ら
今
年
３
月

末
ま
で
事
務
協
力
金
は
総
額

約
９
５
０
０
万
円
。
平
成
29

年
度
よ
り
「
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
」
に
活
用
さ
れ
今

年
４
月
か
ら
は
小
学
６
年
終

了
ま
で
拡
充
で
き
た
。
田
布

施
南
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
の

整
備
や
、
町
所
有
の
池
沼
工

事
な
ど
に
も
活
用
。
町
広
報

誌
な
ど
で
説
明
す
る
。

　

大
変
有
用
な
取
組
な
の
で

以
前
教
育
委
員
会
で
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
児
童
の
受
入
れ

態
勢
や
費
用
、
受
入
れ
時
期

等
の
理
由
に
よ
り
、
困
難
と

判
断
し
た
。
現
在
麻
郷
小
以

外
で
の
実
施
は
な
い
。
し
か

し
中
学
生
以
上
の
交
流
に
つ

い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
て
の
交
流
は
可
能

で
あ
る
と
考
え
る
。

A

A

A

その後の動向
「プロポーザル方式によるリース事業」が困難となったこと
から、国庫補助事業を活用しての施設整備に向けて申請を
行っており、近日中には事業採択される見込みです。採択
後は、設計業務、工事業務等それぞれ速やかに手続きを進
めて、２０１９年末の竣工を目指します。（学校教育課より）



不法投棄によりふさがれた道（大波野）

まちを元気にする

政 策 は  　   西　本

民間を活用する   　町　長

たぶせ議会だより  平成 31 年４月 26 日（１３） 第 141 号一 般 質 問

西本　篤史　議員

制
定
す
べ
き
で
は  

　
　
　

　
　
　
　
　
　 

　
　
西
本
　
篤
史

建
設
残
土
、
不
法
投
棄
等
条
例

残
土
条
例
は
制
定
さ
れ
て
い
る

 

　
　
　
　
　
　     
　  

東
　
町 

長  

　

県
外
残
土
の
搬
入
は
、
事

業
者
と
町
が
協
定
を
結
び
、

「
森
林
法
」
に
よ
る
県
の
許

可
及
び
「
田
布
施
町
土
砂
等

に
よ
る
埋
立
て
等
の
規
制
に

関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ

て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
に
関

し
て
は
、「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」

に
抵
触
す
る
た
め
、
制
定
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
見
直
し

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
新
た

な
検
討
も
必
要
に
な
る
。

　

寄
付
金
額
を
伸
ば
す
に

は
、
事
務
処
理
も
増
え
る
の

で
事
務
の
軽
減
や
返
礼
品
の

ア
イ
デ
ア
等
も
含
め
て
民
間

活
力
が
活
か
せ
な
い
か
、
調

査
・
研
究
を
行
う
。
イ
ベ
ン

ト
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
条

件
付
き
で
交
付
し
て
い
る
。

A

A

　
県
外
よ
り
建
設
残
土
が
搬

入
さ
れ
て
い
る
。
出
所
は
都

市
部
か
ら
で
、
業
者
は
条
例

の
な
い
地
方
の
自
治
体
に
搬

入
す
る
。

　
ま
た
、
不
法
投
棄
も
後
を

絶
た
な
い
。
産
業
廃
棄
物
の

撤
去
を
柳
井
保
健
所
が
業
者

に
是
正
勧
告
を
出
し
て
も
進

展
は
見
ら
れ
な
い
。
町
条
例

が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
は
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
寄
付
も

増
え
て
い
る
が
町
外
へ
寄
付

す
る
方
も
多
い
。
収
入
を
上

げ
る
に
は
民
間
も
活
用
し
、

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
え
ば
よ

い
の
で
は
な
い
か
。
収
入
が

上
げ
れ
ば
雇
用
も
増
え
、
活

力
も
出
て
町
が
元
気
に
な
る
。

　
ま
た
、
元
気
な
地
域
の
ミ

ニ
イ
ベ
ン
ト
等
に
協
力
金
を

出
し
て
は
ど
う
か
。

Q

Q

元気はつらつ　若者発案の小行司村まつり

ふるさとチョイスの田布施町のページ

３０年度は１２００件１５００万円の寄付金が集まった
が、町外へ寄付する方も多く率は悪い。もっと寄付が増
えれば町が元気になるのではないか。



厚生労働省HPより
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早
期
発
見
、
早
期
対
策
す
る

 

　
　
　
　
　 

東
町
長
・
尾
﨑
教
育
長  

岩
国
市
を
参
考
に
研
究
す
る

 

　
　
　
　
　
　    

　 

　
　
町
　
長 

児
童
虐
待

外
国
人
受
け
入
れ
体
制

児
童
か
ら
の
Ｓ
О
Ｓ
発
見
は

                       

松
田
　
規
久
夫

現
状
と
対
策
は
　
　
松
　
田

松田規久夫　議員

　

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業

や
各
種
機
関
な
ど
の
情
報
連

携
に
よ
り
、
児
童
の
状
況
判

断
を
し
て
い
る
。
疑
わ
れ
る

事
案
は
、
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
で
協
議
し
、
児

童
相
談
所
や
警
察
な
ど
と
共

有
を
図
る
。
学
校
で
は
、
子

ど
も
の
状
態
観
察
、
調
査
・

聞
き
取
り
、
保
護
者
の
状
況

の
３
点
で
早
期
発
見
す
る
。

　

中
国
人
４
人
、
ベ
ト
ナ
ム

人
33
人
の
外
国
人
技
能
実
習

生
が
い
る
。
町
内
の
製
造
業

者
が
働
く
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

企
業
の
担
当
者
と
来
庁
さ

れ
、
転
入
手
続
き
に
大
き
な

問
題
は
な
い
。
英
会
話
の
対

応
が
可
能
な
職
員
も
い
る
。

家
族
を
含
め
た
転
入
例
は
な

く
、
学
校
、
保
育
園
な
ど
の

受
け
入
れ
は
研
究
す
る
。

A

A

　
政
府
は
児
童
相
談
所
の
体

制
強
化
な
ど
を
加
速
す
る
。

学
校
で
は
「
い
じ
め
」
に
つ

い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
担
任
と
の
教
育
相
談
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
導

入
な
ど
で
防
止
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
。
虐
待
に
つ
い
て
、

児
童
か
ら
の
Ｓ
О
Ｓ
の
発
見

と
そ
の
対
応
と
対
策
は
ど
の

よ
う
に
。

　
４
月
の
改
正
出
入
国
管
理

法
施
行
を
機
に
、
外
国
人
を

獲
得
す
る
動
き
が
増
す
。
町

内
の
中
小
企
業
の
外
国
人
労

働
者
の
受
け
入
れ
体
制
整
備

は
ど
う
か
。
町
の
外
国
人
を

支
援
す
る
窓
口
は
、
受
付
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
し
て
欲

し
い
。
外
国
人
転
入
者
に
対

す
る
地
域
や
行
政
の
支
援
体

制
に
つ
い
て
は
。

Q

Q

　電話番号は警察や消防と同じく３桁のイチ
ハヤク１８９で岩国児童相談所につながる。
携帯ならセンターにつながり、かけ直さずに
岩国児童相談所に転送となる。 
日本は子どもに関する国際条約、通称子ども
条約に署名し、ここに児童が定義され 18 歳
未満となっている。

虐待を疑うような事案は児童相談所へ

※一部の電話からはつながりません。※通話料がかかります。

田布施町

 

男女別年齢別人口
 

０～　９

１０～１９

２０～２９

３０～３９

４０～４９

５０～５９

６０～６９

７０～７９

８０～８９

９０～９９

１００以上

５１５

６８７

５５１

７４８

１１５７

７８９

１１４０

１１１４

５０８

９９

３

４９９

７１１

５０５

６６９

１０３８

９１６

１２１０

１３０３

８１３

２７６

１６

７

３

２

３

１

１

１

２５

７

５

４

４

２

１

　年齢（才）
男 女 女男

　日本人（人） 　外国人（人）



狭い庁舎駐車場

地域総がかりで育成        　　　
　　　　 　　　　  尾﨑教育長

教育振興基本計画

育てたい三つの心      穴　井

　
昨
年
12
月
、
今
後
５
年
間

の
本
町
教
育
の
指
針
と
な
る

新
た
な
「
田
布
施
町
教
育
振

興
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ

発
表
さ
れ
た
。

　
特
に
豊
か
な
心
の
育
成
と

し
、
田
布
施
で
育
つ
三
つ
の

美
し
い
心
「
素
直
・
反
省
・

感
謝
」
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
。

町
民
へ
の
啓
発
と
今
後
の
取

組
み
を
お
伺
い
す
る
。

Q　

町
内
の
小
中
学
校
を
一
つ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

と
考
え
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
小
・

中
一
貫
の
取
組
で
推
進
し
て

い
く
。
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
自
治
会
回
覧
や
研
修

会
で
の
配
布
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
る
。

全
町
民
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
。

公
約
実
現
へ
の
取
組
は
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
穴
井
　
謙
次

事
業
計
画
に
反
映
し
た  

　
　
　

　     

　  

　
　
　
　
　
　
　
東
　
町 

長  

新
年
度
予
算

公
共
施
設
駐
車
場
　
　
穴
　
井

見
直
し
改
善
す
る 

　
　
　
　
町
　
長  

安
心
安
全

　
庁
舎
駐
車
場
の
区
画
は
幅

２
・
３
ｍ
で
間
隔
が
狭
く
駐
車

の
た
び
に
接
触
事
故
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
大
変
気
を
使
っ

て
い
る
。
町
公
共
施
設
の
駐

車
場
で
は
、
白
線
が
無
か
っ

Q

た
り
、
消
え
か
か
っ
て
い
る

所
も
あ
る
。
車
の
大
型
化
と
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
を
考

え
る
と
幅
を
見
直
し
引
き
換

え
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

庁
舎
駐
車
場
は
予
算
の
関

係
上
工
事
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設

置
し
て
い
た
範
囲
内
を
見
直

し
、
玄
関
横
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
棟
近
く
に
身
障
者
用
駐
車

場
を
、
そ
の
他
来
庁
者
用
駐

車
場
を
幅
２
・
５
ｍ
以
上
で

整
備
す
る
。
麻
郷
公
民
館
は

来
年
度
、
他
の
公
民
館
も
順

次
駐
車
場
の
区
画
整
備
を
進

め
て
い
く
。

A

A

　

町
長
は
出
馬
に
あ
た
っ
て

「
一
緒
に
創
り
ま
し
ょ
う
、
明

日
の
田
布
施
を
」
と
町
民
に

呼
び
か
け
ら
れ
将
来
に
向
か

っ
て
確
か
な
施
策
を
実
行
し

ま
す
と
約
束
さ
れ
た
。

　

新
町
長
が
公
約
実
現
に
向

け
新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
り
留
意
さ
れ
た
こ
と
、
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
を
お

伺
い
す
る
。

Q

A　「
笑
顔
と
元
気
あ
ふ
れ
る

住
み
よ
い
町
」
の
実
現
を
目

指
し
子
育
て
世
代
を
支
援
す

る
幼
児
教
育
の
無
償
化
、
小

学
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
負

担
軽
減
、
安
心
安
全
の
た
め

自
然
災
害
に
備
え
防
災
対

策
、
公
営
住
宅
の
整
備
等
を

予
算
化
し
た
。
財
政
健
全
化

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

たぶせ議会だより 第 141 号平成 31 年４月 26 日（１５） 一 般 質 問

穴井　謙次　議員

田
布
施
町
で
育
つ 

三
つ
の
美
し
い
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
三
訓
）

「
は
い
」
と
い
う

　
　
　
　
　
素
直
な
心

「
す
み
ま
せ
ん
」（
ご
め
ん
な
さ
い
）
と
い
う

　
　
　
　
　
反
省
の
心

「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

　
　
　
　
　
感
謝
の
心

田
布
施
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル



一 般 質 問

役場職員による防災訓練

平成 31 年４月 26 日 たぶせ議会だより 第 141 号 一 般 質 問 （１６）

　

ほ
場
整
備
の
最
終
は
39
年

度
で
総
工
費
は
２
６
０
億

円
、
町
の
負
担
は
５
億
７
千

万
円
。
担
い
手
の
確
保
育
成

経
営
の
安
定
化
を
推
進
。
水

産
振
興
は
人
工
漁
礁
の
設

置
、
担
い
手
の
確
保
、
漁
港

施
設
対
策
。
工
業
、
商
業
、

観
光
業
は
県
、
商
工
会
等
と

連
携
し
て
取
組
む
。
町
内
の

整
備
は
駅
前
の
整
備
を
検
討
。

　

水
道
料
金
は
柳
井
地
域
の

１
市
４
町
４
７
０
０
円
前
後

と
県
内
で
最
も
高
い
。
田
布

施
・
平
生
水
道
企
業
団
及
び

　

１
．
自
治
会
長
集
会
や
自

主
防
災
会
で
避
難
場
所
、
経

路
の
周
知
に
取
組
ん
で
い
る
。

２
．
実
態
調
査
で
把
握
、
地

域
支
援
団
体
と
情
報
を
共
有

し
て
い
る
。
３
．
大
規
模
災
害

発
生
時
に
迅
速
な
行
動
が
必

要
で
あ
り
、
本
年
６
月
に
職

員
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
の
た

め
防
災
訓
練
を
実
施
予
定
。

A

AA

　
第
５
次
総
合
計
画
に
つ
い

て
の
東
町
政
の
実
施
方
針
を

尋
ね
る
。
農
業
振
興
で
ほ
場

整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

最
終
期
限
は
い
つ
か
。
総
工

費
の
う
ち
町
の
負
担
額
は
。

水
産
業
、
工
業
、
商
業
サ
ー

ビ
ス
業
、
観
光
の
振
興
に
つ

い
て
、
ま
た
交
通
の
利
便
性

の
向
上
、
町
内
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
田
布
施
町
の
水
道
料
金
は

県
内
で
も
高
い
。
下
松
市
や

岩
国
市
の
約
３
倍
。
工
業
用

水
も
高
く
、
本
町
は
１
㎥
当

り
２
０
０
円
で
あ
る
が
、
下

松
市
や
周
南
市
は
15
円
～
25

円
。
水
道
事
業
の
改
革
は
最

重
要
課
題
と
し
て
取
組
ん
で

　
自
然
災
害
の
研
修
会
で
東

日
本
大
震
災
の
映
像
を
見
て

改
め
て
自
然
災
害
の
脅
威
を

感
じ
た
。

１
．
避
難
場
所
の
住
民
へ
の

徹
底
や
収
納
能
力
の
確
認
は

よ
い
か
。
２
．
独
居
老
人
や

障
が
い
者
の
確
認
、
救
助
方

法
は
。
３
．
東
南
海
地
震
へ

の
対
応
や
定
期
的
な
訓
練
は

必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

Q

QQ

実
施
方
針
は 

　
　  

石
田
　
修
一

豊
か
な
町
づ
く
り
の
計
画

検
討
、
推
進
す
る
　   

 
 

東
　
町 

長

石田　修一　議員

県内の水道料金	

市 町 名	 料金（円）	

周 防 大 島 町	 4,743	

柳 井 市	 4,665	

上 関 町	 4,640	

田 布 施 ・ 平 生 町	 4,622	

阿 武 町	 3,320	

下 関 市	 3,053	

宇 部 市	 3,034	

山 陽 小 野 田 市	 2,851	

周 南 市	 2,840	

山 口 市	 2,813	

防 府 市	 2,494	

長 門 市	 2,440	

美 祢 市	 2,235	

光 市	 2,220	

萩 市	 2,192	

岩 国 市	 1,674	

和 木 町	 1,674	

下 松 市	 1,505	

※口径 13 ミリ管で 20 立方メートル使用	

した場合の１カ月当たりの料金。消費税	

など含む。	

	

	

※口径 13 ミリ管で 20 立方メートル
　使用した場合の１カ月当たりの料金。
　消費税など含む。

水道料金自然災害

引き下げは 　   石　田備えはどうか 石　田

格差是正に取組む   　   町　長周知に取り組んでいる
　　　　　　  町　長

柳
井
広
域
水
道
企
業
団
は
管

理
業
務
の
民
間
委
託
な
ど
経

営
の
効
率
化
に
努
め
て
い
る

が
、
す
ぐ
に
低
減
を
図
る
こ

と
は
困
難
。
県
に
補
助
金
制

度
の
要
請
や
広
域
化
、
県
内

の
格
差
是
正
に
取
組
む
。

い
た
だ
き
た
い
。
企
業
誘
致

や
若
者
の
定
住
や
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

田 布 施・ 平 生 町 4,622



たぶせ議会だより 第 141 号平成 31 年４月 26 日（１７） 竣工式・クイズ

庁舎耐震改修等工事竣工式（4月 4日）

　

役
場
庁
舎
は
耐
震
工
事
も

終
わ
り
４
月
４
日
、
本
庁
舎

耐
震
工
事
竣
工
式
が
挙
行
さ

れ
、
議
長
、
副
議
長
が
出
席

し
ま
し
た
。
ま
た
工
事
施
工

関
係
者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

工
事
の
概
要
と
し
て
は
、

耐
震
補
強
に
伴
う
改
修
、
外

装
・
防
水
・
内
装
改
修
が
主

庁
舎
耐
震
改
修
等
工
事
竣
工
式

な
も
の
で
す
。
耐
震
工
事
に

併
せ
、
昇
降
機
・
渡
り
廊
下

増
築
工
事
、
昇
降
機
設
備
工

事
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含

む
屋
外
付
帯
工
事
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

３
階
ま
で
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
設
置
さ
れ
議
会
傍
聴
も
し

や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

？？？

発
見
！
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　

た
ぶ
せ

発
見
！
ク
イ
ズ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

た
ぶ
せ

発
見
！
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　

た
ぶ
せ

　

前
号
の
正
解
は

　
『
佐
藤
栄
作
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
金
メ
ダ
ル
の
複
製
』

　
で
し
た
。本
物
は
国
立
公
文
書
館
に
保
管
し
て
あ
り
ま
す
。

さ
て
今
回
の
問
題
は

町
民
の
方
に
は
お
な
じ
み
の
建
物
で
す
。

こ
の
建
物
は
完
成
当
時
、

３
階
ま
で
吹
き
抜
け
で
し
た
。

「なんだ簡単だ。」と思われて答えを

書かれると思わぬ事実の落とし穴に

引っかかるかもしれません。現物を

見に行かれれば正解の説明文があり

ます。正解がわかった方はぜひ、

ご応募ください。

応 募 方 法
ハガキに①答え②郵便番号・住所・氏名・性別・年齢・電話番号をご記入のうえご応募ください。
●宛先　〒742-1592
　　　　山口県熊毛郡田布施町大字下田布施3440-1　　田布施町議会事務局　宛
●応募締め切り　令和元年6月30日
●Eメールからもご応募できます
　gikaijimukyoku@town.tabuse.yamaguchi.jp
正解の中から抽選で１名様に千円分の図書カードをお送りします。なお、正解者の発表は本誌では
控えさせていただきます。ご了承ください。

？

※お１人様１回限りのご応募とさせていただきます。複数ご応募いただいた場合は無効といたします。

この建物はなにでしょう？

正
解
が
わ
か
っ
た
方
は
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
①

最
近
の
大
規
模
改
修
工
事

中
、当
時
の
補
助
照
明
が
一
時

姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。　

ヒ
ン
ト
②



平成 31 年４月 26 日 たぶせ議会だより 第 141 号 読者の感想 （１８）

表
紙
の
写
真
一
考三

輪
　
道
代

　

手
に
取
っ
た
１
４
０
号
の

新
成
人
の
表
紙
は
、
新
春
の

め
で
た
さ
と
、
遠
い
記
憶
を

呼
び
覚
ま
し
て
く
れ
る
、
華

や
か
で
初
々
し
い
振
り
袖
姿

の
集
合
写
真
で
し
た
。

　

自
分
自
身
の
当
時
を
振
り

返
る
と
、
成
人
を
機
に
着
物

や
帯
を
仕
立
て
た
り
購
入
す

る
人
も
多
く
、
高
額
な
負
担

が
問
題
と
な
り
、
女
性
も
ス

ー
ツ
で
の
参
列
が
案
内
さ
れ

た
時
代
で
し
た
。

　

近
年
は
、
レ
ン
タ
ル
も
充

実
し
、
親
の
着
物
を
ア
レ
ン

ジ
し
て
着
る
『
マ
マ
振
り
』

な
る
言
葉
も
で
き
て
、
式
典

の
華
や
ぎ
が
当
た
り
前
の
ご

時
世
に
、
隔
世
の
感
も
あ
り

な
が
ら
、
お
洒
落
に
着
こ
な

す
ア
イ
デ
ア
と
、
数
少
な
い

着
物
文
化
の
体
験
・
伝
承
の

場
と
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思

え
ま
す
。

　

た
だ
、
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ

越
し
の
視
線
が
、
横
一
列
に

並
ん
だ
振
袖
女
子
の
構
図
の

先
に
あ
る
、
男
女
１
４
６
人

の
田
布
施
町
新
成
人
の
、
未

来
を
見
守
る
も
の
で
あ
っ
て

ほ
し
い
な
と
思
い
な
が
ら
拝

見
し
ま
し
た
。

学
ぶ
・
支
え
合
う
が
課
題

佐
々
木
　
悦
正

　

新
成
人
の
写
真
で
希
望
あ

ふ
れ
る
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
た

第
１
４
０
号
の
感
想
を
総
対

的
に
述
べ
ま
す
。

　

表
紙
に
あ
る
見
出
し
に
は

今
回
の
号
の
タ
イ
ト
ル
、
文

言
を
ズ
バ
ッ
と
書
き
込
ん
だ

ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
２
ペ
ー

ジ
か
ら
の
報
告・レ
ポ
ー
ト
は
、

写
真
、
文
章
の
配
列
と
構
図

は
読
み
や
す
く
、
理
解
し
や

す
か
っ
た
で
す
。
５
Ｗ
１
Ｈ
手

法
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
税
、
財
政
、

医
療
費
、
保
険
、
生
活
基
盤
、

教
育
、環
境
、ふ
る
さ
と
創
生
、

地
域
振
興
と
多
岐
に
わ
た
る

質
疑
応
答
で
し
た
。
文
言
と

画
像
、表
と
イ
ラ
ス
ト
、解
説
、

説
明
補
足
が
あ
り
読
者
を
ひ

き
つ
け
る
構
成
で
し
た
。
レ

ポ
ー
ト
、報
告
欄
に
つ
い
て
は
、

少
し
変
化
工
夫
を
望
み
ま
す
。

　

体
験
、
研
修
内
容
が
で
き

る
絵
図
、
画
像
を
入
れ
、
議

員
さ
ん
方
の
苦
労
、
活
躍
度

が
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た

ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

学
び
、
考
え
、
改
善
が
町
民

へ
の
使
命
と
課
題
だ
と
考
え

ま
す
。

晴
れ
着
の
決
意

小
関
　
　
愿

　

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真

を
見
て
、
晴
れ
や
か
な
姿
に

や
さ
し
い
笑
顔
と
新
た
な
決

意
を
感
じ
取
れ
ま
し
た
。
新

成
人
お
め
で
と
う
。

　

２
年
前
に
自
治
会
の
役
員

と
東
小
６
年
生
と
の
卒
業
前

に
将
来
の
夢
を
語
る
会
で
、

少
数
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
大

人
に
な
っ
た
ら
田
布
施
町
に

住
み
た
い
と
の
児
童
が
い
て
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

写
真
の
方
々
は
将
来
の
決

意
や
自
覚
と
と
も
に
、
生
ま

れ
育
っ
た
こ
の
環
境
の
い
い
町

に
住
み
た
い
と
感
じ
て
お
ら
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
議
会
だ
よ

り
の
表
紙
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
か
ら
の
少
子
化
と
高
齢
化

社
会
へ
の
取
り
組
み
、
行
政

や
議
員
ま
た
自
治
会
等
で
住

み
よ
い
町
を
目
指
し
て
い
る
姿

を
感
じ
て
い
た
だ
き
、
将
来
の

展
望
と
か
を
語
り
合
う
記
念

の
議
会
だ
よ
り
で
あ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
達
の

建
設
的
な
意
見
を
色
々
な
形

で
提
言
し
て
頂
き
、
行
政
も

真
摯
に
受
け
止
め
る
態
勢
が

望
ま
れ
る
、
住
み
よ
い
明
る
い

町
づ
く
り
を
願
っ
て
い
ま
す
。

笑
顔
と
元
気
溢
れ
る
地
域

登
村
　
和
子

　
「
成
人
式
」
娘
の
晴
れ
着
姿

を
見
た
の
は
何
年
前
に
な
る
だ

ろ
う
。
今
も
昔
も
希
望
に
満

ち
た
い
い
笑
顔
。
そ
の
娘
も
今

で
は
良
き
母
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

頁
を
め
く
る
と
、「
城
南
に

町
営
住
宅
計
画
所
信
表
明
」

と
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
し

た
。「
や
っ
た
! !
子
ど
も
が
増

え
る
。」
切
実
な
思
い
を
抱
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
少
子
高
齢

化
問
題
が
、
国
・
地
方
ど
こ
ろ

か
城
南
に
迫
っ
て
き
て
い
る
の

で
す
。
一
般
質
問
に
「
麻
里
府

地
区
の
将
来
像
は
」
と
、
あ
る

議
員
さ
ん
が
問
い
か
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
複
式
学
級
か
ら
や
が

て
廃
校
に
な
っ
た
麻
里
府
小
学

校
。
そ
れ
に
伴
い
地
域
振
興
の

問
題
が
出
て
き
て
い
る
よ
う

に
、
い
ず
れ
我
が
地
域
も
避
け

ら
れ
な
い
問
題
で
す
。
地
域
で

で
き
る
こ
と
、
行
政
で
で
き
る

こ
と
、
地
域
と
行
政
が
一
緒
に

な
っ
て
で
き
る
こ
と
な
ど
、
議

員
研
修
や
視
察
さ
れ
た
中
で

参
考
に
な
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
笑
顔
と
元
気
あ
ふ

れ
る
住
み
よ
い
ま
ち
田
布
施
」

ま
ず
、
地
域
か
ら
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
田
布
施

平
松
　
恭
子

　

晴
れ
や
か
な
成
人
式
の
表

紙
を
開
く
と
「
全
小
学
校
普

通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
・

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡
大
・

英
語
教
育
・
ス
マ
ホ
使
用
に

つ
い
て
」
と
子
供
達
に
関
す

る
議
題
が
多
く
未
来
へ
の
展

望
を
感
じ
る
紙
面
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
新
し
い
Ⅰ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）の
文
字
が
。

英
語
教
育
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
導
入
の
記
事

か
ら
10
年
余
。
こ
の
秋
の
視

察
研
修
で
の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
と

い
う
素
早
い
提
案
に
も
時
代

の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
内
外
で
の

視
察
研
修
の
成
果
が
周
知
さ

れ
、
よ
り
よ
い
町
政
へ
と
反

映
さ
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
達
世
代
の
話
題
や
不
安

は
こ
れ
か
ら
の
生
活
で
す
。

　

今
ま
で
の
20
年
余
、
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ホ
の
普
及
で
生

活
は
一
変
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
Ａ
Ｉ
の
時
代
。
も
っ

と
変
わ
る
で
し
ょ
う
。
対
応

で
き
る
の
か
不
安
で
す
。

　

10
年
後
、
20
年
後
の
子
供

達
は
ど
ん
な
暮
ら
し
な
の
で

し
ょ
う
？
住
み
よ
い
町
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
。

140号を読んでの感想です

◆
お
礼
◆

　
議
会
広
報
広
聴
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
に
は
ご
多
忙
な
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
号

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
感
想

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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議
会
傍
聴
は
３
回
目
で
す

が
『
池
上
彰
の
ニ
ュ
ー
ス
そ
う

だ
っ
た
の
か
‼
』
の
番
組
み
た

い
に
、
毎
回
そ
う
だ
っ
た
の
か

の
連
続
で
す
。

　

反
対
運
動
し
て
も
で
き
た

麻
里
府
地
区
の
残
土
置
場
に

　

３
月
議
会
の
一
般
質
問
で

は
、
７
人
の
議
員
の
方
々
が

町
長
や
教
育
長
に
２
～
３
項

目
の
質
問
を
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
活
性
化
の
具
体
的
方

策
、
教
育
の
在
り
方
等
の
将

来
の
展
望
や
宿
泊
施
設
や
観

光
、
水
道
料
金
等
の
身
近
な

関
東
・
関
西
か
ら
運
ば
れ
、
抜

き
打
ち
検
査
の
30
万
円
を
町

が
出
し
て
い
る
な
ん
て
、
そ
う

だ
っ
た
の
か
‼

　

ま
た
、
Ｍ
新
聞
で
知
っ
た
17

年
間
固
定
資
産
評
価
員
不
在

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
新
聞
記
者

問
題
等
、
多
岐
に
渡
っ
て
い

ま
し
た
。
改
め
て
田
布
施
の

問
題
点
の
多
い
こ
と
と
、
そ

の
改
善
が
容
易
で
は
な
い
こ

と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
行
政
と
議
員
の
方
々
の

よ
り
一
層
の
努
力
を
お
願
い

の
激
し
い
パ
ソ
コ
ン
入
力
音
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
音
を
聞
け
ば
、
県

内
で
は
異
例
な
こ
と
で
記
事
に

も
な
る
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
‼

　

毎
日
の
生
活
に
追
わ
れ
る

中
、
町
に
目
を
向
け
る
機
会

を
ま
た
頂
き
ま
し
た
。

す
る
と
共
に
現
在
施
工
中
の

ほ
場
整
備
の
数
年
後
の
完
成

を
活
用
し
て
、
全
町
一
丸
と

な
り
町
の
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

そ
う
だ
っ
た
の
か
! !

将
来
の
展
望
に
期
待

大
上
　
幸
子

谷
　
　
光
央

　

３
月
11
日
、
久
し
振
り
に

町
議
会
の
傍
聴
を
し
た
。
会

議
の
始
ま
る
前
、
全
員
で
黙

祷
を
さ
さ
げ
東
日
本
大
震
災

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

　

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、

児
童
虐
待
等
７
名
の
議
員
か

ら
質
問
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

　

平
素
は
「
議
会
だ
よ
り
」

を
読
む
こ
と
で
、
い
ま
町
内

で
何
が
課
題
に
な
っ
て
い
る

の
か
関
心
を
持
っ
て
そ
の
活

躍
ぶ
り
を
想
像
し
て
い
る
の

だ
が
実
際
に
傍
聴
し
て
み
る

と
会
場
の
雰
囲
気
、
質
問
者

の
熱
意
、
答
弁
者
の
真
摯
な

態
度
な
ど
が
伺
え
て
本
当
に

よ
か
っ
た
。

　

明
る
く
住
み
や
す
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
て
さ
ら
に
活

発
な
意
見
の
交
換
が
望
ま
れ

る
。
頑
張
っ
て
！

末
廣
　
文
子

議
会
を
傍
聴
し
て

「直面する課題」に熱い論戦
　３月定例会、３人の方に傍聴記をいただきました。

傍 聴 記

議
会
だ
よ
り

 

モ
ニ
タ
ー
を

　
募
集
し
ま
す

　

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
意

見
や
要
望
を
い
た
だ
き
、
そ

の
充
実
を
図
る
た
め
、
議
会

だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す

◇
内
容

　

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で
の

感
想
を
１
年
に
２
回
お
寄

せ
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
応
募
資
格

　

議
員
ま
た
は
公
務
員
以
外

で
、
町
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
の
方

◇
募
集
人
数
（
地
域
別
）

　

城
南
１
人
、
東
田
布
施
１
人
、

麻
郷
２
人
、
麻
里
府
１
人

◇
任
期
（
２
年
間
）

　

令
和
元
年
６
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
５
月
末
ま
で

◇
応
募
期
限　

５
月
20
日

◇
応
募
・
問
合
せ
先

　

議
会
事
務
局

　
　
　

☎
52-

５
８
０
０

昨年のモニター会議



地球資源保護のため再生紙を使用しています。

　

私
が
所
属
し
て
い
る

文
芸
サ
ー
ク
ル
に
、
自

由
律
俳
句
の
周
防
一
夜

会
と
川
柳
の
夫
婦
松
川

柳
会
が
あ
る
。

　

周
防
一
夜
会
の
方

は
、
事
務
局
長
だ
か
ら
、

選
句
と
投
句
の
取
り
ま

と
め
や
毎
月
の
例
会
の

運
営
が
あ
る
。

　

ま
た
、
年
１
回
発
行

す
る
句
抄
覚
え
書
き
の

編
集
と
発
行
を
す
る
か

ら
結
構
忙
し
い
。

　

平
成
３
年
、
社
長
命

で
立
候
補
す
る
こ
と
に

な
り
、
苦
悩
の
毎
日
で

し
た
。
長
い
間
お
世
話

に
な
っ
た
人
達
と
の
別

れ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
当

選
後
も
淋
し
く
、
何
度

も
辞
職
し
よ
う
と
思
っ

た
こ
と
。

　

ま
た
、
町
長
、
議
員

２
名
が
逮
捕
さ
れ
、
人

生
で
初
め
て
警
察
の
事

情
聴
取
を
受
け
た
こ

と
。
合
併
問
題
が
頓
挫

自由律俳句と川柳 27年間の思い出

國　本　悦　郎

　

夫
婦
松
川
柳
会
は
、

平
生
町
を
拠
点
に
し
た

会
で
、
３
つ
の
席
題
に

毎
月
９
句
を
投
句
す
る

か
ら
頭
を
悩
ま
す
。

　

同
じ
題
材
を
詠
ん
で

も
、
自
由
律
俳
句
と
川

柳
で
は
異
な
る
。
そ
の

違
い
は
？

・
断
捨
離
の
袖
を
引
く

　

忘
れ
形
見

・
断
捨
離
の
忘
れ
形
見

　

が
袖
を
引
く

し
、
住
民
投
票
を
し
、

僅
差
で
柳
井
市
に
。
住

民
、
議
会
を
二
分
し
た

住
民
投
票
の
弊
害
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
。

反
対
に
喜
び
は
15
年
表

彰
と
27
年
表
彰
を
受
賞

で
き
た
こ
と
。
長
い
議

員
生
活
で
多
く
の
、
ご

意
見
、
ご
支
援
を
頂
戴

し
、
支
え
て
い
た
だ
い

た
皆
様
に
は
感
謝
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

谷　村　善　彦

　

表
紙
は
、
中
学
校
入
学
式

で
の
ひ
と
こ
ま
。
若
さ
が
、

は
ち
切
れ
ん
ば
か
り
の
、
笑

顔
は
い
い
で
す
ね
。

　

さ
て
、
今
号
で
３
回
目
と

な
る
発
見
！
ク
イ
ズ
た
ぶ

せ
？
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

で
し
ょ
う
か
。

　

前
回
の
正
解
は
、
元
総
理

佐
藤
栄
作
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
平

和
賞
金
メ
ダ
ル
の
複
製
で
し

た
。
郷
土
の
誇
り
で
も
あ
る

の
で
、
小
・
中
学
校
に
も
、

ご
協
力
を
願
い
、
問
題
を
校

内
に
掲
示
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
せ
い
か
、
大
人
の
方

は
も
ち
ろ
ん
低
学
年
の
子
供

達
か
ら
も
応
募
が
あ
り
、
う

れ
し
い
限
り
で
す
。
い
ず
れ

は
、
子
供
達
に
も
問
題
を
作

っ
て
も
ら
え
た
ら
な
、
と
も

考
え
て
い
ま
す
。　
（
河
内
）

【
議
会
広
報
委
員
会
】

委
員
長　
　

河
内　

賀
寿

副
委
員
長　

竹
谷　

和
彦

委　
　

員　

谷
村　

善
彦

委　
　

員　

清
神　
　

清

委　
　

員　

松
田
規
久
夫

委　
　

員　

穴
井　

謙
次

　

平
成
31
年
２
月
15
日

の
山
口
県
町
議
会
議
長

会
で
町
村
議
会
及
び
自

治
功
労
者
の
全
国
表
彰

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

自
治
功
労
者
（
町
議

会
議
員
と
し
て
27
年
以

上
在
職
）
と
し
て
現
職
の

谷
村 

善
彦
議
員
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

平成 31 年４月 26 日 たぶせ議会だより 第 141 号 （２０）

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生

活
に
密
着
し
た
重
要
な
問
題

が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
身

近
な
町
政
を
知
る
た
め
、
ま

た
、
議
員
の
活
動
や
町
議
会

の
様
子
を
知
る
た
め
に
も
、

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

※
正
式
に
は
６
月
５
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

６月定例会の日程（予定）

本会議（初日）
（一般質問）

経済厚生委員会
総務文教委員会
本会議（最終日）

12日
14日
18日

10日

3 月定例会

谷村善彦議員が
自治功労表彰を受賞




